
【日高管内】 地域の大人が日常的な読書を支える（日高町立日高小学校）

町立図書館の司書による環境整備

月に一度、楽しい本と門別図書館郷土資料館の司書を乗せた移動図書

館車が町内の学校や幼稚園等を巡回しています。休み時間になると子ど

もたちが車に次々とやってきて、借りる本を選んでいきます。図書館司

書は貸出しを終えてから学校図書館の図書を整理し、季節に合った絵本

の表紙を面出しして並べるなど、読書環境を整備することで、子どもた

ちの足が学校図書館に向かうきっかけをつくっています。

「日高町わらべの会」が月１回程度、午後におはなし会を開いていま

す。子どもたちの発達の段階に合わせて手遊びを取り入れるなど、休憩

もはさみながら、大らかな雰囲気で絵本の読み聞かせをしています。ま

た、貸出カウンターに会員お勧めの絵本や新聞記事を展示したり、朝

（年８回程度）や給食時間（毎週木曜日）にも読み聞かせをしたりして、

子どもたちが日常的に読書に親しめるように精力的に活動しています。

読み聞かせサークルの精力的な活動

【上川管内】 「地域の図書館」としての学校図書館（東川町立東川第三小学校）

「やすらぎ読書」は、朝学習の時間に月１回程度、地域住民や保護者の

ボランティア協力を受け、読み聞かせやブックトーク、図書展示作業など

を行う活動です。（令和７年度は８名が登録）

読み聞かせの技術向上のため、外部講師を招いて保護者向けの読み聞か

せ講習会を実施するなど、地域の皆さんが意欲的に活動しています。

学校図書館は月に１回程度、保護者や地域に開放され、「地域の図書

館」としても親しまれています。

「学校」と「地域」が連携した「やすらぎ読書」

読書意欲を喚起する環境づくり

朝読書や読書月間を設定し、子どもたちの読書意欲を喚起する機会を

つくっています。平成26年度からは「読書貯金通帳」を発行して、読ん

だ本を記録する取組をしており、町立施設内の図書スペース「ほんの

森」での読書も併せて記録できるように連携しています。年に２回は、

「家読（うちどく）」として、親子で同じ本を読んで感想を書く活動を

実施し、家庭における読書習慣の形成も推進しています。

「やすらぎ読書」の様子


